
委員氏名 ： 　　　調査日：令和　　　　年　　　　月　　　　日

施　設　名 高山竹林園

住　　　所

ソフト（機能面）の評価

　　A　：　維持

　　B　：　維持（運営形態見直し）

　　C　：　維持（既存他施設へ移転）

　　D　：　廃止

【参考】R4方針
ハード 必要に応じ修繕等を実施し、適切に維持管理を行う。

ソフト
本市の特産品である竹製品を振興するための施設であることから
用途を維持する。ただし、ソフト面（利用状況等）が低評価であること
から、利用者の増加を図るなどの見直しを行う。

意　　　見

(利用状況・施設状況・立地などを含め自由にお書きください）



委員氏名 ： 　　　調査日：令和　　　　年　　　　月　　　　日

施　設　名 花のまちづくりセンター

住　　　所

ソフト（機能面）の評価

　　A　：　維持

　　B　：　維持（運営形態見直し）

　　C　：　維持（既存他施設へ移転）

　　D　：　廃止

【参考】R4方針
ハード 適切に維持管理を行う。

ソフト
NPOやボランティア団体による運営や指定管理者制度の導入など、
R5年度までに市民との協働や民間活力の導入を検討し、緑化施策
及び施設の活性化を図る。

意　　　見

(利用状況・施設状況・立地などを含め自由にお書きください）



委員氏名 ： 　　　調査日：令和　　　　年　　　　月　　　　日

施　設　名 あすか野介護予防拠点施設

住　　　所

ソフト（機能面）の評価

　　A　：　維持

　　B　：　維持（運営形態見直し）

　　C　：　維持（既存他施設へ移転）

　　D　：　廃止

【参考】R4方針

ハード
適切に維持管理を行う。用途を移転する場合は、他用途での活用を
検討する。

ソフト

高齢者福祉の拠点として今後さらに重要な役割を担う施設である
ため、市の介護予防の拠点及び地域包括支援センターの用途をと
もに維持するが、建物が軽量鉄骨造の建物であり、耐用年数も短い
ことから、同じ生活圏域内での既存の他施設を利用することを検討
する。

意　　　見

(利用状況・施設状況・立地などを含め自由にお書きください）


